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3-1　概要・特長
3-1-1 カムバランサとは…
カムバランサは、カム式割出し装置（サンデックス）の入力軸
に装着し、モータから入力軸までの入力特性、位置決め精
度等の出力特性を改善し、割出し動作を理想状態に近付
ける装置です。
これらは、カム式インデックスの割出し動作時に発生する変
動トルクを相殺することにより実現できます。カムバランサは、
カム式インデックスの入力軸に作用する変動トルクに対し作
用方向が逆になる補償トルクを作り出し、作用させることによ
り、従来問題となっている入力駆動系のガタや回転むらを引
き起こす原因と考えられている変動トルクを、完全に相殺す
ることを目的として開発されています。

3-1-2 カムバランサの装着メリット
●カム軸トルクが平準化され、ピークトルクが小さくなる

●ピーク電流が減ずるため、駆動用モータの小型化が図れる

●入力系のバックラッシや、たわみの影響が少ない

●カム軸の回転むらが減少し、バックラッシ係数が小さくなる

●駆動用モータの制御性が改善される

●省エネの効果が高い

●出力特性が改善され、理想状態に近づく

●残留振動が減少し、位置調整時間が短縮される

●振動、騒音が減少する

●位置決め精度が良くなる

●寿命時間が伸び、信頼性が高まる

●高速化が図れる

機
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インデックス装置内部に変動トルク相殺用のカムを組み
込んだカムバランサです。コンパクトで潤滑等の保守も
容易に行え、非常に扱い易くなっています。円筒部に
は、シリンダとカムフォロアが内蔵されますが、本体姿勢
により、４箇所の違った位置に配置出来ます。
またこのインデックス本体は、パラレルカム機構を採用し
た割出し装置となっており、送りピッチの大きなコンベア
駆動、停止時間の比較的長い間欠送りに最適です。

サンデックスの標準品にオプション装着することを前提に開
発されたカムバランサです。
箱形ハウジング内にトルク相殺用カムが収納されており、この
箱形ハウジングは三共レデューサ同様、入力軸まわりに自由
に取付けることが出来ます。本体姿勢に合わせ８通りの取付
姿勢があります。
既にお使いのサンデックスの運動特性改善のため追加装着
することを考慮した機種です。

今回開発されたカムバランサは小型～中型インデックスを対象と
しており、軽過重向きのばね式のトルク相殺法を採用しました。エ
ア式とばね式の違いとして、ばね式は比較的軽荷重向き、エア
式は重荷重向きとして考えることが出来ます。三共製作所ではこ
れまで、非常に大きい大径テーブルを駆動する超大型のインデッ
クスや、400rpmを超える中型インデックスに内蔵させた装置な
ど、エア式、ばね式、慣性式など様々な手段で、条件を満たす運
動特性改善に最も適したカムバランサを手掛けてきています。

ハウジング一体タイプ
（B80・B100・B125・B150・B175・B200）

スタンダードタイプ
（B08・B10・B12・B16）

特別仕様

ば　ね　式

カムバランサ

慣　性　式エ　ア　式

ばね式カムバランサの特長
今回開発されたカムバランサは、基本的には、ばね式のトルク
補償装置が採用されています。このカムバランサの大きな特長
として、2ノッチの相殺トルク値の設定が行える点があります。
これは、エア供給のON・OFFにより、ばねの初期圧縮量を伸
縮させることで、カムフォロアの初期押圧力変化させ、発生す
るトルクを2段階に調整出来るというものです。
右図の通り、エア解放状態で『弱』、エアをMAXに充塡するこ
とにより『強』といった2段階のトルク設定が可能です。
この強・弱の出力トルク値は、機種選定時に予め設定すること
が出来ますので、使用条件に合わせた利用が可能です。
必要エア圧…400～600kPaをご用意ください。

3 ●トルク補償装置

カムバランサ

動作図

B B
補償カム スライダ シリンダ

ピストン エア

エア供給

カムフォロア

「弱」状態 「強」状態
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3‒2 ●カムバランサ

トルク補償技術

3-2-1 変動トルクとは
インデックス装置の出力動作は、入力軸に装着された割出
し用カムの曲線に従い、これに当接するカムフォロアが回転
することにより与えられます。この出力軸の運動は、入力軸
の回転により出力軸が割出し回転される割出区間と、入力
軸は回転していながら出力軸は停止した状態を保つ停留
区間に分類されます。
入力軸を回転し、出力軸に割出し動作をさせる際の必要ト
ルクについて考えてみると、一般的には、停留区間での入力
軸の回転に必要なトルクはほぼ一定ですが、割出し区間に
おいて必要なトルクは、一定値とならず時間と共に変動した
数値となります。この変動するトルクは、前半で正、後半で負
の値をとります。これは、前半は静止した状態の負荷を素早
く移動させるためにより多くのトルクが必要であり、後半は逆
に速やかに停止させるために、減速させる方向のトルクが必
要となることを示しています。
したがって、前半の加速域での入力軸の回転は、静止して
いようとする従節側の負荷の反力によって遅くなり、その分、
後半の減速域では、回転を続けようとする負荷の慣性力に
より早くなる傾向が生じます。その結果として、入力軸にこの
トルク変動による回転むらが引き起こされることになります。
そしてこのような回転むらによる応答の遅れに起因する振
動が発生し、従節の運動特性に悪影響を及ぼしたり、入力
系のベルトのバタツキを引き起こしたりすることが知られてい
ます。

入力軸に作用するトルク

3-2-2 トルク補償技術

このような変動トルクの影響をなくす手段として、トルク補償
技術があります。
前述したように、インデックス装置の割出し動作時に出力軸
に作用するトルクは、絶えず変動するとともに、そのトルクの
反力が入力軸にも変動トルクとして作用し、回転むら等の悪
影響を与えます。そして、この入力軸に作用するトルクは、回
転が高速になるにつれて大きくなり、入力軸の円滑な回転を
妨げ、作動時の振動及びそれに伴う作動誤差を生じる原
因となります。そのため、インデックス装置を含めた、自動機
械全体の高速化を図る際に、この変動トルクが大きな妨げと
なっていることも多く見られます。
従来の考えでは、等速性を確保する方法としてはフライホイ
ール装置がありました。このフライホイール装置は大きな慣性
二次モーメントを付加することにより、速度変化を小さくしよう
とするものです。フライホイールの慣性二次モーメントが大き
ければ大きいほど速度変化が小さくなりますが、速度変化を
0にすることはできませんでした。また機械全体のサイズの制
約から、大きなフライホイールを装着できないという悩みもあり
ました。
当社の考えるトルク補償技術も同様に、このような変動トルク
の影響をなくすための技術ですが、ただ変動を小さく抑える
だけでなく、完全に一定値とするための手法であり、このトル
ク補償技術により高速化が実現された実績も数多くあります。
当社独自の技術であるこの『トルク補償』とは、インデックス
装置の出力系の慣性負荷によって変動トルクが作用する入
力軸に、そのトルクとは作用方向が逆の変動トルクを外部か
ら作用させることにより、この入力軸に作用する２つの変動ト
ルクをお互い相殺し、一定にさせることを目的とした技術で
す。この逆の変動トルクは、エネルギを保存できる系が構成
されたトルク補償装置で作られ作用させられます。
この技術により、入力軸の回転に等速性が与えられるととも
に、トルク変動も軽減されるため、運転に必要な駆動モータ
が従来のものに比べ小さなもので済むというメリットも生ま
れ、入力回転の等速化と共に省エネも実現できます。

3-2-3 トルク補償の手段
トルク補償装置の体系は補償方法により以下のように分類
されます。

間接法は入力軸を介してトルクの相殺を行う方法、直接法
は入力軸を介さずトルクの相殺を行う方法であり、間接法は
入力軸と同軸上に、直接法は最終従節にトルク補償装置が
設けられます。さらに、間接法は慣性エネルギ式とひずみエ
ネルギ式に区別されます。これは、トルク補償を行なう場合必
要となるエネルギ貯蔵装置を慣性系で構成するか、ばねな
どのひずみ式のもので構成するかにより分類されます。
この補償トルク発生のために用いられるエネルギ貯蔵装置
は、フライホイールカム、ばね、エア等のエネルギが保存され
る系で構成されますが、加速時にトルク補償装置（エネルギ
貯蔵装置）からエネルギを放出、減速時に従節側の反力に
よるエネルギをトルク補償装置（貯蔵装置）に蓄えるという動
作を繰り返します。この際外部からエネルギが追加されるこ
とは基本的にはないため、最初の設定のままトルク補償が継
続されます。
機械ばね式の場合、前半では前もって圧縮状態にあるばね
からエネルギを取り出し、入力軸に与え、後半では入力軸の
回転のエネルギからばねを圧縮することで元の圧縮状態に
戻すという動作を繰り返します。

慣性エネルギ方式

ひずみ式エネルギ方式

直接法

B B

□間接法

□直接法

慣性エネルギ方式

ひずみエネルギ方式
機械ばね式

空気ばね式

図2-1

図2-2

図2-3

図2-4

図2-5
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3-2-4 カムバランサのトルク補償
今回開発されたカムバランサは、ひずみ式エネルギ方式によ
るトルク補償装置ですので、ここで、ばねを用いたトルク補償
装置のトルク相殺について説明します。
入力軸に作用する慣性トルクTinpは

　Tinp=　｛　　　　　｝　A・V・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（1）

　I ： 出力軸慣性2次モーメント
　τh ： 割り出し角度
　th ： 位置決め時間
　θh ： 割付角
　A ： 無次元加速度
　V ： 無次元速度
　となります。
TinpはA・Vに比例しますので、入力軸には、前半で正、後
半で負のトルクが発生します。そこで、このトルクを相殺する
ために前半で負、後半で正のトルクをばねで発生させる必
要があります。
前半では、前もって圧縮状態にあるばねから、エネルギを取
り出し、入力軸に与え、後半では、入力軸のエネルギからば
ねを圧縮することで元の圧縮状態に戻すことで目的とする
変動トルクを発生させることが可能です。

トルク補償装置機構図

トルク補償装置とは、即ち、出力に発生する慣性トルクを入
力軸に作用するトルクとの間でばねを介してエネルギ交換を
行おうとする技術であると言うこともできます。

MS曲線の変動トルク

3-2-5 カムバランサのカム曲線
このトルク補償の理論において、補償装置から作り出される
補償トルクは、インデックス本体に発生する慣性による変動ト
ルクとできるだけ同じ変化をする必要があります。三共製作
所では、この補償トルクの変動の制御のため、エネルギー変
換用のばねの途中の経路を決定できる専用のカムを用いて
います。カムとこれに接触するカムフォロアのストロークにより
ばねの圧縮量をコントロールできますので、正確なトルクの発
生が可能になります。
ここでカムの変位をyとすれば、ばねを圧縮させる際に発生
する力Fにより入力軸に作用するトルクTcbは

Tcb＝F・　　＝F・　　・y ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（2）

カムバランサ動作図

ここで
F=F0+k・y
F0 ： 初期ばね力　　　k ： ばね係数　　　y ： 変位

トルク補償されるということはTinpとTcbの変動が対称形で
あれば良いということになる。即ち、

Tinp　+　Tcb= 0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3）

が成り立てば良い。
この（3）においてyの解を計算すれば、トルク補償用のカム
曲線の変位を導き出すことができる。
　　

（th）2・θh

（τh）2

dθ
dy

θh

th ・

B B

I

図2-6

図2-8

図2-7
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3‒3 ●カムバランサ

機種選定

3-3-1 選定にあたって
カムバランサの補償カムは、すべてオーダーメイドです。これ
は、カムバランサ装着のメリットを100%引き出すためのもので
あり、お客様のサンデックスの使用条件に最も適したカムバ
ランサを提供いたします。
選定にあたっては、お客様のサンデックスの使用条件（負
荷、回転数、取付姿勢他）があらかじめ必要となります。仕
様変更が生じた場合、あらかじめ検討を進めていたカムバ
ランサは、すべて再検討が必要となりますので、カムバランサ
の機種選定は、インデックス装置（サンデックス）も含め、すべ
ての使用条件が決定した後、行う必要があります。カムバラ
ンサの機種選定時の仕様と違った条件でご使用になった
場合、カムバランサの能力が発揮されないばかりか、現状の
システムのトルク変動をさらに増幅することにもなりかねませ
んので、機種決定後の仕様変更はご注意ください。

3-3-2 サンデックスの選定
カムバランサを選定する際には、まずカムバランサ装着の本
体であるインデックス装置（サンデックス）の機種選定を行う
必要があります。
カムバランサは、サンデックスを駆動する装置ではありません
ので、サンデックスの機種選定手順に従い、使用条件にあっ
た機種、サイズ、駆動モータ等を決定してください。〔機種選
定方法は、A章,3.機種選定（A121～A155）を参照してくだ
さい。〕

3-3-3 カムバランサの選定
カムのトルク相殺理論は、系に作用するエネルギの総和が
常に変わらないというエネルギ保存則に基づいています。イ
ンデックス装置の慣性体の持つ運動エネルギとカムバランサ
におけるひずみエネルギを絶えず同じレベルに維持すること
により完全なトルク相殺が出来ると考えられます。最も基本
的な選定方法として、慣性体の運動エネルギEm（下記参
照）と、カムバランサのひずみエネルギUを比較し、Em＜Uと
なる機種を選定する方法がありますが、ここでは、インデック
ス装置の選定に関連性の深いカム軸トルクから選定する方
法を記載します。

Em＝710.8×　　　　　 （J）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（4）

カムバランサの相殺できる変動トルクは、慣性力、重力、作業
負荷によるものがあります。摩擦負荷による変動トルクについ
ては、相殺することはできませんが、変動をなくした一定のト
ルク値とすることはできます。ここでは、最も一般的な慣性負
荷による変動トルクについて記載します。

（1）カム軸トルク Tceの算出
サンデックスの機種選定で使用算出したカム軸トルクTcは、
慣性トルク、摩擦トルク、作業負荷トルクを合計した必要トル
クを使用して求められています。今回選定するカムバランサ
は、慣性負荷による変動トルクが対象ですので、慣性トルク
のみを考慮したカム軸トルクTceが必要です。
　　　
　　　Tce=360Qm　　（Ti+Toi）+Tx・・・・・・・・・・（5）

　　　　　　　　

（2）機種の選定
（1）で求められたTceの数値と、カムバランサ能力表に記載
された最大出力トルクTBを比較します。使用するインデック
スの割付角に該当するトルクTBが
　　　　TB　＞　Tce
となる機種サイズを選定してください。（PLシリーズの場合に
は、インデックス本体のサイズアップにて対応することになりま
すので、再度、サンデックス本体の機種選定からやり直して
ください。）該当する機種が複数ある場合には、小さいサイ
ズをお薦めします。なお機種の最終決定には、カム制約条
件を詳細に診断する必要があり、この計算はコンピュータと
専用ソフトが必要となるため、当社にて行います。

（3）モータ動力の確認
カムバランサの装着により、サンデックスに作用する慣性トル
クが相殺されるため、最終的にサンデックスに作用するトル
クは、サンデックスの出力軸摩擦トルク、入力軸摩擦トルク、
作業負荷トルクと、カムバランサの摩擦トルクとなります。

3-3-4　機種選定例
図3-1に示されているようなコンベア駆動時における、インデ
ックスおよびカムバランサの選定を行います。選定条件につ
いては、サンデックス総合カタログA132、133の選定例にお
いて、入力軸回転数を150rpm、使用するインデックスはPL
シリーズとします。
計算1～7は同一ですので省略します。

8.慣性トルクTi
（1）回転移動体の慣性トルク（Ti1）
　　　　　　Ti1=24.24N・m
（2）直進移動体の慣性トルク（Ti2）
　　　　　　Ti2=195.01N・m

9.　 摩擦トルクTf
　　　　　　Tf=24.16N・m

10.　必要トルクTt
　　　　　　Tt=Ti+Tf=243.4N・m

Tt　＜　TOPの機種をトルク伝達能力表より選定します。
P150　0415　2（PL150も同じ）となります。

　　

11.　カム軸トルク　TC
　　　　　　TC=225.20N・m/at150rpm

12.　モータ動力　PS
　　　　　　PS=3.536kW
　　　　　　Ti　＞　Tfより

　　　　　　Pa=　  PS=1.768kW

よって2.2kW定格のモータを選定します。

〈カムバランサを装着する場合の選定例〉
インデックスPL150-04152に装着するカムバランサを選定し
ます。PLシリーズの場合、専用のカムバランサが用意されて
おりますので、特別にサイズ選定する必要はありません。PL

シリーズ以外の機種においては、外付け型（B08～B16）の
中から、サイズ選定してください。

13.　カム軸トルク　Tce
カムバランサを装着する場合には、慣性トルクTiを相殺でき
ますので、この慣性トルクのみのカム軸トルクTceを算出しま
す。
Tce=360Qm　　 （Ti+Toi）+TX+TXB=152.5N・m

　　　　　TXB ： カムバランサの摩擦トルク
14.　カムバランサの選定
PL150の場合、専用のカムバランサB150が用意されており
ますので、サイズ選定の必要はありませんが、割付角150°に
おけるカムバランサB150の出力トルクTBが、Tceを超えてい
ることを確認してください。
　　　　　TB150／at150°=187.8N・m　＞　Tce
よって、PL150、B150のサイズに決定されます。
PLシリーズ以外の機種においては、スタンダードタイプとなり
ます。B08～B16の中で、該当する割付角における出力トル
クTBが、Tceを超えたサイズを選定してください。

15.　モータ動力（Pse）
慣性トルクが相殺され、なくなると考えることができますので、
インデックス装置の駆動に必要なモータは、摩擦力のみを考
慮したTcf（=Tf+TX+TB）にて選定します。

　　　　　Pse=　　　　=0.584kW

よって、カムバランサを装着した場合には、0.75kWのモータ
を選定します。S２・θ２

J・N２・Vm２

S・θ
1

S ： ストップ数　θ ： 割付角
Ti ： 慣性トルク
Toi ： 内部慣性負荷トルク
Qm ： 最大カム軸トルク係数
（サンデックスカタログA126参照）

2
1

S・θ
1

9550
Tcf × N

TOP=338.6N・m　Toi=18.6N・m
Tx=9.70N・m

B B

動作図
インデックス
装置

トルクリミッタ

ガイドレール

ワーク

図3-1

アタッチメント
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3‒4 ●製品仕様

スタンダードタイプ

3-4-1 概要・特長
スタンダードタイプはサンデックスの標準品にオプション装着
することを前提に開発されたカムバランサです。
箱形ハウジング内にトルク相殺用カムが収納されており、こ
の箱形ハウジングは三共レデューサ同様、入力軸まわりに自
由に取付けることが出来ます。本体姿勢に合わせ8通りの取
付姿勢があります。
既にお使いのサンデックスの運動特性改善のため追加装
着することを考慮した機種です。

B

Dシリーズに装着した例

カムバランサの装着の目安

取付姿勢

注意事項
・DTシリーズ、DUシリーズに装着の際には、ご連絡下さい。

DFシリーズに装着した例

表4ー1

Dシリーズ

DFシリーズ

DTシリーズ

DUシリーズ

B08

8D、11D

8DF、11DF

11DT、14DT

8DU、11DU

B10

11D、14D

11DF、14DF

14DT、18DT

11DU、14DU

B12

11D、14D

11DF、14DF

18DT、25DT

14DU、20DU

B16

17D、18D

18DF

25DT※

※

3-4-2 製品コード（スタンダードタイプ）

コード例）

注）シリンダが水平になるよう取付姿勢を選定して下さい。

B10 0199 1 5

B10 0199 1

1 2 3 4

5 6 7 8

5

－ －
a b c d

a
カムバランサ機種

例

b
整理番号

c
カムバランサの取付姿勢

d
サンデックスの取付姿勢

Bはカムバランサを表します。
数字はカムバランサのサイズ
を表します。

カムバランサにおける補償カ
ムは、すべてオーダーメイド
です。そのため、当社にて4
桁の整理番号を決定させて
いただきます。

サンデックスの入力軸に取
付けた場合のカムバランサ
の取付姿勢を表します。
（下図参照）

カムバランサを取付けるサン
デックスの姿勢を表します。
（各サンデックスの製品コー
ドの頁参照）

例 例 例

0199 取付姿勢1 R面がGL

C150 C151
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B08 B08

スタンダードタイプB08
B08  寸法図

図B08-1

オプションを装着した例

B08（a） B08（b）

特  性  項  目 単 位 B08記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

油　　　　　　量

トルク能力表参照

13.59

400～600

約 9

0.4

2.36×10－3

特性表 表B08‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B08

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B08‐2

13.59

（1N≒0.102kgf）

34.98
28.62
20.99
17.49
14.99
13.12
11.66
10.50
9.54
8.75

30.49
24.95
18.29
15.24
13.07
11.43
10.16
9.15
8.32
7.62

60.49
49.50
36.30
30.25
25.93
22.69
20.16
18.15
16.50
15.12

35.09
28.71
21.05
17.54
15.04
13.16
11.70
10.53
9.57
8.77

40.59
33.21
24.35
20.30
17.40
15.22
13.53
12.18
11.07
10.15

33.51
27.42
20.11
16.76
14.36
12.57
11.17
10.05
9.14
8.38

29.88
24.45
17.93
14.94
12.81
11.21
9.96
8.97
8.15
7.47

59.77
48.90
35.86
29.88
25.62
22.41
19.92
17.93
16.30
14.94

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B08-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。

注意事項
●カムバランサB08のインデックス装置への装着は、軸間80～110mmのサイズが目安
となります（参照C150　表4-1）。
●カムバランサB08の取付姿勢は、C151に示すように8通り標準化されています。但し、
インデックス装着後のシリンダの配置が水平となるものを選定して下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TB
となるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバ
ランサの最大エネルギUを比較し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。
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B08 1/40199カムバランサ

1SB3VW12272R8DFインデキシングドライブ
製品コード例）製品コード例）

インデキシングドライブ 8D 12272R LB3VW 1

カムバランサ /

トルクリミッタ 7 TF 25 B

B08

－ －

－

－

0199 4 1－

図 B08-2



C154 C155

B10 B10

スタンダードタイプB10
B10 寸法図

図B10-1

オプションを装着した例

B10（a） B10（b）

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B10-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。

注意事項
●カムバランサB10のインデックス装置への装着は、軸間110～140mmのサイズが目
安となります（参照C150　表4-1）。

●カムバランサB10の取付姿勢は、C151に示すように8通り標準化されています。但し、
インデックス装着後のシリンダの配置が水平となるものを選定して下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TB
となるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバ
ランサの最大エネルギUを比較し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

特  性  項  目 単 位 B10記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

油　　　　　　量

トルク能力表参照

29.34

400～600

約 15

0.8

6.65×10－3

特性表 表B10‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B10

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B10‐2

29.34

（1N≒0.102kgf）

75.56
61.82
45.33
37.78
32.38
28.33
25.19
22.67
20.61
18.89

65.85
53.88
39.51
32.93
28.22
24.69
21.95
19.76
17.96
16.46

130.66
106.90
78.39
65.33
56.00
49.00
43.55
39.20
35.63
32.66

75.78
62.00
45.47
37.89
32.48
28.42
25.26
22.73
20.67
18.95

87.67
71.73
52.60
43.83
37.57
32.87
29.22
26.30
23.91
21.92

72.38
59.22
43.43
36.19
31.02
27.14
24.13
21.71
19.74
18.10

64.54
52.81
38.73
32.27
27.66
24.20
21.51
19.36
17.60
16.14

129.09
105.62
77.45
64.54
55.32
48.41
43.03
38.73
35.21
32.27
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B10

B35TC8トルクリミッタ

1/80199カムバランサ

1LB3VW12272R11Dインデキシングドライブ
製品コード例）

カムバランサ

インデキシングドライブ
製品コード例）

11DF 12272R SB3VW 1

0199 4 / 1B10
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B12 B12

スタンダードタイプB12
B12 寸法図

図B12-1

オプションを装着した例

B12（a） B12（b）

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B12-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。

注意事項
●カムバランサB12のインデックス装置への装着は、軸間110～140mmのサイズが目
安となります（参照C150　表4-1）。
●カムバランサB12の取付姿勢は、C151に示すように8通り標準化されています。但し、
インデックス装着後のシリンダの配置が水平となるものを選定して下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TB
となるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバ
ランサの最大エネルギUを比較し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

特  性  項  目 単 位 B10記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

油　　　　　　量

トルク能力表参照

57.17

400～600

約 24

1.5

1.48×10－2

特性表 表B12‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B12

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B12‐2

57.17

（1N≒0.102kgf）

147.22
120.45
88.33
73.61
63.09
55.21
49.07
44.17
40.15
36.80

128.30
104.98
76.98
64.15
54.99
48.11
42.77
38.49
34.99
32.08

254.57
208.28
152.74
127.28
109.10
95.46
84.86
76.37
69.43
63.64

147.65
120.81
88.59
73.83
63.28
55.37
49.22
44.30
40.27
36.91

170.81
139.75
102.49
85.40
73.20
64.05
56.94
51.24
46.58
42.70

141.03
115.39
84.62
70.51
60.44
52.89
47.01
42.31
38.46
35.26

125.75
102.89
75.45
62.88
53.89
47.16
41.92
37.73
34.30
31.44

251.51
205.78
150.91
125.76
107.79
94.32
83.84
75.45
68.59
62.88
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0
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B12

B65TC11トルクリミッタ

1/40199カムバランサ

1LB3VW12272R14Dインデキシングドライブ
製品コード例）

カムバランサ

インデキシングドライブ
製品コード例）

55

14DF 12272R SB3VW 1

0199 4 / 1B12

－ －
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図 B12-2
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B16 B16

スタンダードタイプB16
B16 寸法図

図B16-1

オプションを装着した例

B16（a） B16（b）

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B16-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。

注意事項
●カムバランサB16のインデックス装置への装着は、軸間170～180mmのサイズが目
安となります（参照C150　表4-1）。
●カムバランサB16の取付姿勢は、C151に示すように8通り標準化されています。但し、
インデックス装着後のシリンダの配置が水平となるものを選定して下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TB
となるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバ
ランサの最大エネルギUを比較し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

特  性  項  目 単 位 B16記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

油　　　　　　量

トルク能力表参照

57.134

400～600

約 60

6.5

2.3×10－2

特性表 表B16‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B16

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B16‐2

86.27

（1N≒0.102kgf）

222.17
181.77
133.30
111.08
95.21
83.31
74.06
66.65
60.59
55.54

193.62
158.42
116.17
96.81
82.98
72.61
64.54
58.09
52.81
48.41

384.17
314.32
230.50
192.09
164.64
144.06
128.06
115.25
104.77
96.04

222.82
182.31
133.69
111.41
95.50
83.56
74.27
66.85
60.77
55.71

257.77
210.90
154.66
128.88
110.47
96.66
85.92
77.33
70.30
64.44

212.83
174.13
127.70
106.41
91.21
79.81
70.94
63.85
58.04
53.21

189.77
155.27
113.86
94.89
81.33
71.17
63.26
56.93
51.76
47.44

379.56
310.55
227.73
189.78
162.67
142.33
126.52
113.87
103.52
94.89
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1/40199カムバランサ

1LB3VW12272R17Dインデキシングドライブ
製品コード例）

カムバランサ

インデキシングドライブ
製品コード例）
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3-5-1 概要・特長
インデックス装置内部に変動トルク相殺用のカムを組み込ん
だカムバランサです。コンパクトで潤滑等の保守も容易に行
え、非常に扱い易くなっています。円筒部には、シリンダとカム
フォロアが内蔵されますが、本体姿勢により、4箇所の違った
位置に配置できます。
またこのインデックス本体は、パラレルカム機構を採用した割
出し装置となっており、送りピッチの大きなコンベア駆動、停
止時間の比較的長い間欠送りに最適です。

3-5 ハウジング一体タイプ（PLシリーズ）●製品仕様

B B

特性表 表5-1

パラレルインデックス機種

カムバランサ機種

PL80 PL100 PL125 PL150 PL175 PL200 
出力軸の許容
スラスト荷重 P1（N）

出力軸の慣性
モーメント J0（kg・m2）

入力軸の慣性
モーメント J1（kg・m2）

使用エア圧
（2ノッチ式） PO（kPa）

トルク補償カム
慣性モーメント JC（kg・m2）

出力軸の許容
ラジアルの荷重

出力軸の許容トルク

P2（N）

入力軸の許容
スラスト荷重 P4（N）

入力軸の最大
繰り返し曲げ力 P5（N）

入力軸の最大
繰り返しトルク P6（N・m）

Ts（N・m）

出力軸のねじり剛性 K1（N・m/rad）

入力軸のねじり剛性 K2（N・m/rad）

最大出力トルク TB（N・m）

最大エネルギー U（J）

1Dwellの割出精度 （sec）

2Dwellの割出精度 （sec）

繰り返し精度 （sec）

製品質量 （kg）

製品質量 （kg）

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
部（
P
L
シ
リ
ー
ズ
）

カ
ム
バ
ラ
ン
サ
部

3528

2450

1.81×104

3528

2450

245

1.81×104

2.45×10－3

±60

±120

60

約25

B80

14.96

2.88×10－3

5

4704

3920

3.19×104

4704

3920

392

3.19×104

6.0×10－3

±60

±120

60

約44

B100

20.29

4.95×10－3

7

5096

6174

4.93×104

5096

6174

637

4.93×104

1.63×10－2

±60

±120

60

約80

B125

34.52

1.60×10－2

10

7350

7840

1.76×105

7350

8624

1323

1.76×105

0.04

±60

±120

60

約125

B150

69.75

3.83×10－2

15

9016

9800

1.65×105

9016

9800

1813

1.65×105

0.075

±60

±120

60

約200

B175

120.41

8.53×10－2

22

12936

13524

3.19×105

12936

18620

3136

3.19×105

0.148

±60

±120

60

約280

B200

137.69

0.14

32

トルク伝達能力表参照（B519～B533）

トルク伝達能力表参照（B519～B533）

トルク伝達能力表参照

400～600

3-5-2 製品コード（ハウジング一体タイプ）

PL125

コード例 0199B100 2
ba c

5
d

a
カムバランサ機種

b
整理番号

c
カムバランサの取付姿勢

例 例

0199

例

取付姿勢2

B100 0199 2

Bはカムバランサを表しま
す。数字はカムバランサの
サイズを表します。

カムバランサにおける補償カ
ムは、すべてオーダーメイドで
す。そのため、当社にて4桁の
整理番号を決定させていただ
きます。

サンデックスの入力軸に取り付
けた場合のカムバランサの取付
姿勢を表します。
（下図参照）

d
サンデックスの取付姿勢

例

R面がGL

5

カムバランサを取付けるサンデ
ックスの姿勢を表します。
（総合カタログ参照）

カムバランサの取付姿勢

装着例
パラレルインデックスPL125に、カムバランサB125を装着した例です。

製品コード例

パラレルインデックス

カムバランサ

S1B2A601302A

B125 2 60198

1 2 3 4

注）インデックス本体のW面かR面に取付可能です。
シリンダが水平となるよう姿勢を選択して下さい。
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B80 B100

B80・PL80
B80・PL80 寸法図

図B80-1

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B80-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。)

●カムバランサの取付姿勢によりオイル栓、レベル、ドレンの
各位置は変わりますので、お問い合わせ下さい。

特  性  項  目 単 位 B10記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

トルク能力表参照

14.96

400～600

5

2.88×10－3

特性表 表B80‐1

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TBとなるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバランサの最大エネルギUを比較
し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B80

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
U（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B80‐2

14.96

（1N≒0.102kgf）

38.53
31.53
23.12
19.27
16.51
14.45
12.84
11.56
10.51
9.63

33.58
27.48
20.15
16.79
14.39
12.59
11.19
10.07
9.16
8.40

66.63
54.52
39.98
33.32
28.56
24.99
22.21
19.99
18.17
16.66

38.65
31.62
23.19
19.32
16.56
14.49
12.88
11.59
10.54
9.66

44.71
36.58
26.82
22.35
19.16
16.77
14.90
13.41
12.19
11.18

36.91
30.20
22.15
18.46
15.82
13.84
12.30
11.07
10.07
9.23

32.91
26.93
19.75
16.46
14.11
12.34
10.97
9.87
8.98
8.23

65.83
53.86
39.50
32.92
28.21
24.69
21.94
19.75
17.95
16.46

B100・PL100
B100・PL100 寸法図

図B100-1

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B100-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。)

●カムバランサの取付姿勢によりオイル栓、レベル、ドレンの
各位置は変わりますので、お問い合わせ下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TBとなるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバランサの最大エネルギUを比較
し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

特  性  項  目 単 位 B100記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

トルク能力表参照

20.29

400～600

7

4.95×10－3

特性表 表B100‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B100

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
U（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B100‐2

20.29

（1N≒0.102kgf）

52.24
42.75
31.35
26.12
22.39
19.59
17.41
15.67
14.25
13.06

45.53
37.25
27.32
22.77
19.51
17.07
15.18
13.66
12.42
11.38

90.34
73.92
54.21
45.17
38.72
33.88
30.11
27.10
24.64
22.59

52.40
42.87
31.44
26.20
22.46
19.65
17.47
15.72
14.29
13.10

60.62
49.60
36.37
30.31
25.98
22.73
20.21
18.19
16.53
15.15

50.05
40.95
30.03
25.02
21.45
18.77
16.68
15.01
13.65
12.51

44.63
36.51
26.78
22.31
19.13
16.74
14.88
13.39
12.17
11.16

89.26
73.03
53.55
44.63
38.25
33.47
29.75
26.78
24.34
22.31
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B125 B150

B125・PL125
B125・PL125 寸法図

図B125-1

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B125-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。）

●カムバランサの取付姿勢によりオイル栓、レベル、ドレンの
各位置は変わりますので、お問い合わせ下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TBとなるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバランサの最大エネルギUを比較
し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

B150・PL150
B150・PL150 寸法図

図B150-1

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B150-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定。)

●カムバランサの取付姿勢によりオイル栓、レベル、ドレンの
各位置は変わりますので、お問い合わせ下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TBとなるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバランサの最大エネルギUを比較
し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

特  性  項  目 単 位 B125記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

トルク能力表参照

34.52

400～600

10

1.60×10－2

特性表 表B125‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B125

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
U（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B125‐2

34.52

（1N≒0.102kgf）

88.89
72.73
53.34
44.45
38.10
33.33
29.63
26.67
24.24
22.22

77.47
63.39
46.48
38.74
33.20
29.05
25.82
23.24
21.13
19.37

153.71
125.76
92.23
76.86
65.88
57.64
51.24
46.11
41.92
38.43

89.15
72.94
53.49
44.58
38.21
33.43
29.72
26.75
24.31
22.29

103.14
84.38
61.88
51.57
44.20
38.68
34.38
30.94
28.13
25.78

85.16
69.67
51.09
42.58
36.50
31.93
28.39
25.55
23.22
21.29

75.93
62.13
45.56
37.97
32.54
28.47
25.31
22.78
20.71
18.98

151.87
124.25
91.12
75.93
65.09
56.95
50.62
45.56
41.42
37.97

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B150

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
U（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B150‐2

69.75

（1N≒0.102kgf）

179.60
146.95
107.76
89.80
76.97
67.35
59.87
53.88
48.98
44.90

156.53
128.07
93.92
78.26
67.08
58.70
52.18
46.96
42.69
39.13

310.57
254.11
186.34
155.29
133.10
116.46
103.52
93.17
84.70
77.64

180.13
147.38
108.08
90.07
77.20
67.55
60.04
54.04
49.13
45.03

208.39
170.50
125.03
104.19
89.31
78.14
69.46
62.52
56.83
52.10

172.06
140.77
103.23
86.03
73.74
64.52
57.35
51.62
46.92
43.01

153.42
125.52
92.05
76.71
65.75
57.53
51.14
46.03
41.84
38.35

306.84
251.05
184.11
153.42
131.50
115.07
102.28
92.05
83.68
76.71

特  性  項  目 単 位 B150記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

トルク能力表参照

69.75

400～600

15

3.83×10－2

特性表 表B150‐1
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B175 B200

B175・PL175
B175・PL175 寸法図

図B175-1

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B175-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定）。

●カムバランサの取付姿勢によりオイル栓、レベル、ドレンの
各位置は変わりますので、お問い合わせ下さい。

●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TBとなるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバランサの最大エネルギUを比較
し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

B200・PL200
B200・PL200 寸法図

図B200-1

注意事項
●最大出力トルクTBは、カム曲線及び割付角θにより異なり
ますので、トルク能力表（表B200-2）で確認して下さい。
●最大エネルギUは、エネルギ保存則に基づいて機種選定
する場合に使用します（参照C148、3-3  カムバランサの
選定）。

●カムバランサの取付姿勢によりオイル栓、レベル、ドレンの
各位置は変わりますので、お問い合わせ下さい。

注意事項
●インデックス装置のカム軸トルクTceとカムバランサの出力トルクTBを比較し、Tce＜TBとなるサイズを選定して下さい。
●エネルギ保存則に基づいて機種選定する場合には、慣性体運動エネルギEmとカムバランサの最大エネルギUを比較
し、Em＜Uとなるサイズを選定して下さい。

特  性  項  目 単 位 B175記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

トルク能力表参照

120.41

400～600

22

8.53×10－2

特性表 表B175‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B175

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
U（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B175‐2

120.41

（1N≒0.102kgf）

310.07
253.69
186.04
155.03
132.89
116.27
103.36
93.02
84.56
77.52

270.23
221.10
162.14
135.11
115.81
101.34
90.08
81.07
73.70
67.56

536.17
438.68
321.70
268.08
229.79
201.06
178.72
160.85
146.23
134.04

310.98
254.44
186.59
155.49
133.28
116.62
103.66
93.29
84.81
77.75

359.75
294.34
215.85
179.88
154.18
134.91
119.92
107.93
98.11
89.94

297.03
243.03
178.22
148.52
127.30
111.39
99.01
89.11
81.01
74.26

264.86
216.70
158.91
132.43
113.51
99.32
88.29
79.46
72.23
66.21

529.73
433.41
317.84
264.86
227.03
198.65
176.58
158.92
144.47
132.43

特  性  項  目 単 位 B200記 号

最大出力トルク TB N・m

最大エネルギー U J

使用エア圧（2ノッチ式） PO kPa
トルク補償カム
慣性モーメント JC kg・m2

製　品　質　量 kg

トルク能力表参照

137.69

400～600

32

0.14

特性表 表B200‐1

インデックス 装 置 のカム曲 線機 種

B200

MT
割付角θ
（deg）

最大エネルギー
U（J）

110
150
180
210
240
270
300
330
360

90
MS MCV50 SHP5 MCV25 SMT3 SMS3 SMCV3

カムバランサの出力トルク TB（N・m） 表B200‐2

137.69

（1N≒0.102kgf）

354.56
290.09
212.73
177.28
151.95
132.96
118.19
106.37
96.70
88.64

309.00
252.82
185.40
154.50
132.43
115.88
103.00
92.70
84.27
77.25

613.10
501.63
367.86
306.55
262.76
229.91
204.37
183.93
167.21
153.28

355.60
290.95
213.36
177.80
152.40
133.35
118.53
106.68
96.98
88.90

411.37
336.58
246.82
205.69
176.30
154.27
137.12
123.41
112.19
102.84

339.66
277.90
203.79
169.83
145.57
127.37
113.22
101.90
92.63
84.91

302.86
247.80
181.72
151.43
129.80
113.57
100.95
90.86
82.60
75.72

605.74
495.61
363.44
302.87
259.60
227.15
201.91
181.72
165.20
151.44
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3-6-1 サンデックスの取扱い
サンデックスは非常に精度が高いため、不適当な扱いをしま
すと、早期破損の原因となったり、組込まれた自動機械の性
能を悪化させたりします。製品を十分に理解し、正しい取扱
いを心掛けて下さい。
サンデックスの取扱いに関しては、製品添付の取扱い説明
書または総合カタログのC章、取扱いを参照して下さい。

3-6-2 カムバランサの取扱い

カムバランサは、サンデックス同様メンテナンスフリーを特長と
しています。しかしながら、使用方法が適切でない場合、初
期の寿命が得られなかったり、初期の精度が損なわれたり
しますので、次のことに注意してご使用下さい。
（1）潤滑

カムバランサはオイル潤滑です。使用する潤滑油には、極圧
添加剤の入った良質の鉱物油で、使用条件に適したものを
ご使用下さい。尚極圧添加剤はメーカーにより成分が異なり
ますので、他メーカーの油とは絶対に混ぜないで下さい。
粘度は使用回転数により異なりますので下表から適切なも
のを選定して下さい。

（2）潤滑油交換時期

第1回目…1000時間運転後
第2回目…前回の交換後3000時間ごと　　　　　　　　
　　　　仮に運転時間の短い場合でも1～2年に一度は
　　　　交換して下さい。
潤滑油の油量が多いと、異常な温度上昇、油漏れの原因
になりますので、適正な量を確保して下さい。

3-6-3 エア取扱い
（1）エア供給

カムバランサにON／OFF機能、2ノッチ（強／弱）の設定ト
ルク機能を持たせる場合には、400～600kPaのエア供給源
が必要です。

カムバランサ『ON』、『強』のトルク設定の運転を行う時に、エ
ア供給を開始して下さい。エア供給はシリンダ前面のエア供
給プラグより行います。
（2）エア開放

カムバランサ『OFF』、『弱』の状態に戻す時は、エア供給を
停止し、シリンダ内部のエアを完全に開放して下さい。
不完全なエアの開放は、カムバランサが『OFF』、『弱』の状
態にならないばかりか、カムバランサが破損するおそれがあ
りますので、ご注意下さい。

3-6 取扱い方法●カムバランサ

取扱い
B

取扱い
B

注　意

！
保守点検は必ずエア供給をOFF
にし、シリンダ内部のエアを開放し
た後、行って下さい。

注　意

！
400～600kPaのエア圧をご用意
下さい。エアは、清浄なドライエア
をご使用下さい。

潤　滑　油　銘　柄割出装置
入力軸回転数
（rpm）

20以下

20をこえ
100以下

100をこえ
200以下

200をこえ
400以下

400をこえる

粘度
cSt/40℃

680 ダフニスーパーギヤオイル
680

ダフニスーパーギヤオイル
460

ダフニスーパーギヤオイル
320

ダフニスーパーギヤオイル
220

ダフニスーパーギヤオイル
150

スパルタン
EP680

スパルタン
EP460

スパルタン
EP320

スパルタン
EP220

スパルタン
EP150

460

320

220

150

出光興産 エッソ石油
オマラオイル
680

オマラオイル
460

オマラオイル
320

オマラオイル
220

オマラオイル
150

昭和シェル
ボンノック
M680

ボンノック
M460

ボンノック
M320

ボンノック
M220

ボンノック
M150

新日本石油
コスモギヤ
SE680

コスモギヤ
SE460

コスモギヤ
SE320

コスモギヤ
SE220

コスモギヤ
SE150

コスモ石油
モービルギヤ
636

モービルギヤ
634

モービルギヤ
632

モービルギヤ
630

モービルギヤ
629

モービル

表6-1

（注）（1cSt=1mm2/s）【注意事項】　入力軸回転数が境目にある時は、高い方（数字の大きい方）の粘度を選んで下さい。

潤滑油粘度（単位 ： cSt）

エア供給配線図 図6-1

3-6-4 運転について
（1）微速調整運転（手回し、JOG運転）

サンデックスの始動運転の際に、手回しにて動作チェックを
行う場合、カムバランサで発生する相殺トルクが、逆トルクと
なって入力軸に作用し、手回しハンドルが勝手に回転する
場合があります。ハンドルから手を離す際、また離した後も十
分にご注意下さい。
この微速運転時には、カムバランサへのエア供給は行わな
いで下さい。

（2）通常運転

カムバランサはサンデックスに発生する変動トルクを100％補
償できるように1つ1つ個別にカム曲線を加工したカムが内蔵

されています。最初設定した回転速度と違う回転数で使用
した場合、能力が発揮出来ないばかりでなく、トルク変動を
更に増幅させる結果にもなりかねませんので、必ず設定した
回転数での使用をお願いいたします。
尚、通常運転（トルク補償運転）時には必ずエア供給を行
い、エアが充填された状態でスタートして下さい。

（3）停止位置について

非常停止などによりインデックス装置が割出し区間で停止し
てしまった場合、カムバランサに逆トルクが作用し、再始動で
きないことがあります。その場
合には、シリンダ内部のエア
を解放し、停留区間まで手
回しにて入力軸を回転させ
た後、再びエアを供給し、再
始動させて下さい。

注　意

！
手回し運転時、逆トルクが作用し、
勝手にハンドルが回転する恐れが
ありますので、ご注意下さい。

注　意

！
カムバランサは必ず選定の際、
設定した回転速度でご使用下さい。

注　意

！
サイクル運転中の停止は必ず
停留区間で行って下さい。

サンデックス

3-PT1/8

カムバランサ

方向制御弁

A

E

P

空気圧調整ユニット

ルプリケータ・レギュレータ・フィルタ

空気圧源

停留区間

割出区間

停留区間

割出区間


